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「
民
衆
の
代
表
」
か
「
防
疫
線
」
か
―
―
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
水
島
治
郎
は
じ
め
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
七
〇
年
目
と
な
る
二
〇
一
五
年
。「
戦
後
」
の
平
和
と
繁
栄
を
長
期
に
わ
た
っ
て
謳
歌
し
て
き
た
は
ず
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
月
初
旬
か
ら
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
関
わ
る
事
件
が
相
次
ぎ
、
騒
然
と
す
る
年
明
け
と
な
っ
た
。
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
風
刺
画
を
掲
載
し
た
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
紙
が
襲
撃
さ
れ
て
一
二
人
が
死
亡
す
る
悲
劇
的
な
事
件
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
た
。
次
に
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
大
規
模
な
テ
ロ
を
計
画
し
て
い
た
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
警
察
が
一
斉
に
摘
発
し
た
が
、
そ
の
さ
い
銃
撃
戦
が
発
生
し
、
二
人
が
死
亡
し
た
。
二
月
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
、「
表
現
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
会
合
が
襲
撃
さ
れ
て
二
人
が
死
亡
す
る
な
ど
の
事
件
が
続
い
た
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
も
同
様
の
テ
ロ
を
強
く
警
戒
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
新
た
な
「
戦
い
」
の
渦
中
に
入
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
反
イ
ス
ラ
ム
の
旗
を
高
く
掲
げ
、
支
持
を
集
め
て
い
る
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
論
説
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１
党
で
あ
る
。
近
年
「
イ
ス
ラ
ム
の
脅
威
」
を
強
調
し
、
イ
ス
ラ
ム
系
移
民
の
排
除
を
訴
え
て
き
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
っ
て
自
ら
の
主
張
の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ
た
と
し
た
う
え
で
、
既
成
政
党
の
無
策
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ム
批
判
を
一
層
声
高
に
唱
え
て
い
る
。
こ
の
事
件
以
後
、
イ
タ
リ
ア
の
北
部
同
盟
の
党
首
は
イ
ス
ラ
ム
を
「
危
険
な
宗
教
」
と
批
判
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
党
の
議
員
は
急
進
的
と
さ
れ
る
モ
ス
ク
の
閉
鎖
を
要
求
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
戦
線
の
幹
部
で
あ
る
ド
・
サ
ン＝
ジ
ュ
ス
ト
（W
allerand
de
Saint-Just
）
は
、
イ
ス
ラ
ム
は
「
宗
教
法
と
市
民
法
を
混
同
」
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
世
俗
的
性
格
を
認
め
な
い
宗
教
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
他
の
い
か
な
る
宗
教
よ
り
も
狂
信
者
を
生
み
出
す
傾
向
が
あ
る
」
と
断
言
し
た
（A
l
Jazeera
A
m
erica,２０１５
）。
オ
ラ
ン
ダ
自
由
党
の
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
、
イ
ス
ラ
ム
を
「
殺
人
者
を
そ
そ
の
か
す
」
も
の
だ
と
非
難
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
右
派
政
党
Ｖ
Ｂ
（
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ベ
ラ
ン
グ
）
の
指
導
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
議
会
で
コ
ー
ラ
ン
を
手
に
し
つ
つ
、
コ
ー
ラ
ン
は
「
あ
ら
ゆ
る
悪
の
源
泉
（bron
van
alle
kw
aad
）」「
殺
人
許
可
証
（license
to
kill
）」
で
あ
る
と
激
し
く
批
判
し
た
（D
e
Stan-
daard, ２０１５
）。
こ
れ
ま
で
反
イ
ス
ラ
ム
・
反
移
民
を
必
ず
し
も
強
調
し
て
こ
な
か
っ
た
は
ず
の
英
国
独
立
党
の
フ
ァ
ラ
ー
ジ
党
首
も
、
従
来
の
「
多
文
化
主
義
」
政
策
の
失
敗
を
指
摘
し
て
、
国
内
社
会
に
「
第
五
列
」（
身
内
の
裏
切
り
者
）
が
生
ま
れ
て
い
る
と
発
言
し
て
い
る
（
こ
の
フ
ァ
ラ
ー
ジ
党
首
の
「
第
五
列
」
発
言
は
物
議
を
か
も
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
や
有
力
政
治
家
た
ち
か
ら
非
難
を
浴
び
た
が
、
強
い
注
目
を
集
め
る
結
果
と
も
な
っ
た
）。
こ
の
よ
う
に
各
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
イ
ス
ラ
ム
非
難
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
中
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
新
た
な
「
魔
女
狩
り
（w
itch
hunt
）」
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
て
い
る
（A
l
Jazeera
A
m
erica,２０１５
）。
た
だ
、
今
で
こ
そ
反
イ
ス
ラ
ム
の
旗
手
と
目
さ
れ
る
各
国
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
で
あ
る
が
、
実
は
党
の
成
立
当
初
か
ら
反
イ
ス
ラ
ム
を
中
心
的
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
政
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
自
由
党
な
ど
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
る
。
む
し
ろ
他
の
多
く
の
《論 説》
２
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
Ｅ
Ｕ
批
判
や
既
成
政
党
・
中
央
政
府
批
判
な
ど
、
既
存
の
政
治
・
政
体
の
あ
り
方
に
対
す
る
批
判
を
原
動
力
と
し
て
設
立
さ
れ
て
お
り
、
初
め
か
ら
イ
ス
ラ
ム
問
題
を
俎
上
に
載
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
当
初
は
反
共
産
主
義
や
民
族
主
義
・
教
権
主
義
・
権
威
主
義
な
ど
を
ベ
ー
ス
と
し
、
い
わ
ゆ
る
「
極
右
政
党
」
と
し
て
出
発
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
（
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
「
極
右
」
系
政
党
）
の
場
合
に
は
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
の
主
張
は
、
む
し
ろ
緊
張
関
係
に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
西
洋
社
会
で
イ
ス
ラ
ム
批
判
に
さ
い
し
て
用
い
ら
れ
る
ロ
ジ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
「
イ
ス
ラ
ム
で
は
政
教
分
離
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」「
イ
ス
ラ
ム
で
は
男
女
平
等
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
主
張
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
色
が
濃
く
、
男
性
優
位
志
向
の
強
い
「
極
右
」
と
は
相
い
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、「
極
右
政
党
」
由
来
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
も
含
め
て
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
を
唱
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
の
持
つ
重
要
な
利
用
価
値
を
「
発
見
」
し
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
多
く
は
イ
ス
ラ
ム
移
民
の
問
題
を
政
治
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
積
極
的
に
提
起
し
、
そ
の
「
脅
威
」
を
主
張
し
て
き
た
が
、
既
成
政
党
が
取
り
上
げ
る
こ
と
に
及
び
腰
で
あ
る
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
広
範
な
支
持
を
集
め
、
躍
進
を
果
た
す
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
特
に
二
〇
〇
一
年
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
に
よ
る
「
イ
ス
ラ
ム
の
脅
威
」
と
い
う
主
張
の
追
い
風
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
存
在
が
過
大
に
「
認
識
」
さ
れ
て
い
る
。
各
国
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
人
口
比
で
そ
れ
ぞ
れ
五
％
前
後
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
の
市
民
は
自
国
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
比
率
を
二
―
三
割
前
後
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
３
に
達
す
る
と
見
積
も
っ
て
お
り
、
そ
の
ず
れ
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
の
か
な
り
の
比
率
を
占
め
る
（
と
認
識
さ
れ
て
い
る
）
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
問
題
を
前
面
に
出
し
、「
タ
ブ
ー
」
を
乗
り
越
え
て
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
既
成
政
治
に
不
満
を
持
つ
人
々
の
強
い
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
極
右
由
来
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
場
合
、「
反
イ
ス
ラ
ム
」
の
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
は
戦
略
的
に
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。「
男
女
平
等
を
認
め
な
い
イ
ス
ラ
ム
」「
個
人
の
自
由
を
認
め
な
い
イ
ス
ラ
ム
」
を
批
判
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
極
右
」
と
い
う
語
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
権
威
主
義
的
・
男
性
優
位
的
・
反
近
代
的
な
政
党
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
新
し
い
世
代
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
テ
ロ
事
件
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
攻
撃
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
社
会
の
根
幹
を
な
す
「
言
論
の
自
由
」
へ
の
挑
戦
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
各
国
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
「
言
論
の
自
由
」
の
守
り
手
の
側
に
立
っ
て
イ
ス
ラ
ム
を
批
判
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
は
、
今
や
西
洋
社
会
の
基
本
的
価
値
の
擁
護
と
重
な
り
合
い
、「
説
得
力
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
極
右
に
起
源
を
も
つ
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｖ
Ｂ
（
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
／
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ベ
ラ
ン
グ
）
を
取
り
上
げ
る
。
同
党
は
設
立
以
来
す
で
に
三
五
年
を
超
え
る
「
老
舗
」
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
で
あ
り
、
早
く
も
一
九
八
〇
年
代
に
は
地
域
レ
ベ
ル
の
選
挙
で
高
い
得
票
率
を
記
録
し
た
ば
か
り
か
、
九
〇
年
代
以
降
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
既
成
政
党
に
大
規
模
な
「
改
革
」
を
強
い
る
な
ど
、
そ
の
影
響
力
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
躍
進
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
権
威
主
義
的
な
極
右
政
党
か
ら
、
反
移
民
―
と
り
わ
け
反
イ
ス
ラ
ム
移
民
―
を
軸
と
し
た
「
現
代
的
」
政
党
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
Ｖ
Ｂ
は
、
反
イ
ス
ラ
ム
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
鞭
を
つ
け
た
政
党
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
《論 説》
４
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
の
動
き
の
広
ま
り
を
考
え
る
さ
い
に
、
Ｖ
Ｂ
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ベ
ル
ギ
ー
政
治
を
背
景
と
し
た
同
党
の
展
開
と
主
張
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
極
右
系
」
政
党
が
幅
広
い
支
持
を
受
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
「
進
化
」
し
て
い
っ
た
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
成
政
党
の
側
が
「
防
疫
線
」
を
敷
い
て
そ
の
権
力
行
使
を
徹
底
的
に
阻
止
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
事
例
を
通
じ
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
示
唆
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
言
語
問
題
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
北
部
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
独
立
を
掲
げ
、
移
民
の
徹
底
排
除
を
訴
え
る
急
進
的
右
翼
政
党
の
Ｖ
Ｂ
（
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
（V
laam
s
B
lok
））
が
一
挙
に
ベ
ル
ギ
ー
の
国
政
に
進
出
し
た
の
は
、
後
に
「
暗
黒
の
日
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
一
九
九
一
年
一
一
月
二
四
日
の
総
選
挙
で
あ
っ
た
。
得
票
率
六
・
六
％
で
一
二
議
席
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
も
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
支
持
を
広
げ
、
一
九
九
五
年
総
選
挙
で
は
七
・
八
％
、
九
九
年
に
は
九
・
九
％
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
一
・
七
％
を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
地
盤
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
は
強
い
支
持
を
獲
得
し
た
。
た
だ
Ｖ
Ｂ
は
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
Ｖ
Ｂ
よ
り
穏
健
な
立
場
を
取
る
も
う
一
つ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
政
党
の
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
同
盟
の
伸
長
に
伴
い
、
各
種
選
挙
で
議
席
を
減
ら
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
柔
道
指
導
者
の
ジ
ャ
ン＝
マ
リ
ー
・
デ
デ
ッ
ケ
ル
の
設
立
し
た
個
人
政
党
「
デ
デ
ッ
ケ
ル
党
」
も
第
三
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
と
し
て
進
出
し
（Pauw
els,２０１４
）、
さ
な
が
ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
三
つ
ど
も
え
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
Ｖ
Ｂ
を
中
心
に
検
討
す
る
。
な
お
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
二
〇
〇
四
年
、
反
人
種
差
別
法
違
反
に
よ
り
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
フ
ラ
ー
ム
ス
・
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
そ
の
解
散
後
、
新
た
に
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ベ
ラ
ン
グ
（V
laam
s
B
elang：
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
利
益
」
の
意
味
）
と
い
う
新
政
党
を
結
成
し
、「
普
通
の
政
党
」
へ
の
転
換
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
（
津
田
、
二
〇
一
一
、
一
五
七
）。
し
か
し
二
つ
の
名
称
の
い
ず
れ
も
が
Ｖ
Ｂ
を
略
称
と
し
て
お
り
、
事
実
上
同
一
の
政
党
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
は
Ｖ
Ｂ
で
呼
称
を
統
一
す
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
展
開
を
か
ん
が
え
る
さ
い
、
そ
の
背
景
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
ベ
ル
ギ
ー
の
言
語
問
題
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
大
ま
か
に
い
っ
て
北
部
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
オ
ラ
ン
ダ
語
、
南
部
ワ
ロ
ニ
ー
で
フ
ラ
ン
ス
語
が
用
い
ら
れ
る
多
言
語
国
家
で
あ
る
が
、
一
八
三
〇
年
の
独
立
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
軸
と
し
た
統
一
国
家
形
成
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
下
で
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
南
部
の
フ
ラ
ン
ス
語
地
域
に
お
け
る
経
済
発
展
が
著
し
く
、
ベ
ル
ギ
ー
独
立
も
フ
ラ
ン
ス
語
エ
リ
ー
ト
主
体
で
進
め
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
優
位
の
下
で
、
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
に
あ
っ
た
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
圧
倒
的
に
フ
ラ
ン
ス
語
化
が
進
行
し
、
他
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
都
市
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
の
重
要
性
を
訴
え
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
地
位
向
上
な
ど
を
実
現
し
て
い
く
が
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
優
位
は
継
続
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
が
占
領
さ
れ
る
と
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
運
動
が
占
領
軍
に
協
力
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
分
離
を
志
向
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
言
語
問
題
に
つ
い
て
は
松
尾
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
四
）
な
ど
を
参
照
）。
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
言
語
対
立
が
し
ば
し
ば
噴
出
す
る
中
で
、
数
次
に
わ
た
る
憲
法
改
正
を
通
じ
て
連
邦
化
が
進
め
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
や
ワ
ロ
ニ
ー
な
ど
は
「
言
語
共
同
体
」「
地
域
共
同
体
」
と
し
て
の
高
《論 説》
６
度
の
自
治
を
獲
得
す
る
。
し
か
し
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
周
辺
地
域
の
扱
い
な
ど
を
め
ぐ
り
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
言
語
問
題
は
、
国
政
を
揺
る
が
す
最
大
の
問
題
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
よ
う
な
言
語
を
め
ぐ
る
対
立
を
背
景
と
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
運
動
は
、
対
独
協
力
と
い
う
過
去
を
持
ち
な
が
ら
も
潜
在
的
な
動
員
力
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
に
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
運
動
の
再
結
集
し
た
政
党
と
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
（
Ｖ
Ｕ
）
が
弁
護
士
の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
エ
ル
ス
ト
（F
rans
V
an
der
E
lst
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
主
要
政
党
が
言
語
対
立
の
抑
制
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｖ
Ｕ
は
連
邦
制
の
導
入
、
言
語
共
同
体
の
設
立
を
要
求
し
、
一
九
六
〇
年
代
に
激
化
す
る
言
語
紛
争
の
口
火
を
切
っ
た
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
の
政
策
や
組
織
構
造
に
つ
い
て
は
、
古
賀
（
二
〇
一
三
）
が
詳
し
い
）。
Ｖ
Ｂ
の
結
成
と
党
改
革
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
出
身
の
急
進
派
が
母
体
と
な
っ
て
結
成
し
た
の
が
Ｖ
Ｂ
（
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
あ
る
（
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
世
紀
転
換
期
に
至
る
展
開
や
特
徴
に
つ
い
て
は
津
田
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
）。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
は
連
邦
化
を
実
現
す
る
た
め
、
主
要
政
党
と
の
協
力
に
前
向
き
で
あ
り
、
一
九
七
七
年
に
は
政
権
に
も
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
姿
勢
を
妥
協
的
過
ぎ
る
と
し
て
批
判
し
た
グ
ル
ー
プ
が
同
年
に
離
党
し
、
Ｖ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
Ｖ
Ｂ
に
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
出
身
の
急
進
派
に
加
え
、
各
種
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
勢
力
、
極
右
勢
力
も
集
ま
り
、
さ
な
が
ら
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
右
翼
の
大
同
団
結
の
様
相
を
見
せ
た
。
特
に
戦
時
中
の
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
に
協
力
し
た
経
験
を
持
つ
対
独
協
力
者
、
ド
イ
ツ
と
と
も
に
ロ
シ
ア
戦
線
で
戦
っ
た
「
東
部
戦
線
退
役
軍
人
会
」
な
ど
、
親
ナ
チ
勢
力
と
さ
れ
て
戦
後
ベ
ル
ギ
ー
で
は
日
陰
者
扱
い
さ
れ
て
き
た
人
々
が
、
Ｖ
Ｂ
を
組
織
的
・
財
政
的
に
支
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
対
独
協
力
者
の
人
々
は
、
戦
後
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
唯
一
の
大
都
会
と
い
う
べ
き
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
身
を
隠
す
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
ア
ン
ト
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
７
ウ
ェ
ル
ペ
ン
は
、
Ｖ
Ｂ
に
と
っ
て
最
も
強
力
な
地
盤
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
初
期
の
党
の
指
導
者
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
同
盟
出
身
の
カ
レ
ル
・
デ
ィ
レ
ン
（K
arelD
illen
）
で
あ
る
。
デ
ィ
レ
ン
は
各
種
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
団
体
や
対
独
協
力
者
系
の
グ
ル
ー
プ
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、
彼
を
結
節
点
と
し
て
各
種
の
団
体
が
Ｖ
Ｂ
に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
デ
ィ
レ
ン
は
Ｖ
Ｂ
の
共
同
設
立
者
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
の
総
選
挙
で
デ
ィ
レ
ン
の
み
が
一
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
デ
ィ
レ
ン
を
指
導
者
と
す
る
体
制
が
始
動
す
る
。
し
か
し
当
初
は
Ｖ
Ｂ
へ
の
支
持
は
広
が
り
を
欠
き
、
選
挙
で
も
停
滞
が
続
い
た
た
め
、
議
席
は
デ
ィ
レ
ン
の
一
議
席
の
み
の
状
態
が
続
い
た
。
そ
こ
で
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｖ
Ｂ
は
い
く
つ
か
の
「
改
革
」
を
通
じ
て
現
状
の
打
開
を
図
る
。
第
一
は
、
党
を
支
え
る
人
材
の
「
若
返
り
」
で
あ
る
。
意
欲
的
な
若
手
を
多
数
リ
ク
ル
ー
ト
し
、
党
内
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
有
権
者
へ
の
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
図
っ
た
。
後
の
Ｖ
Ｂ
の
指
導
者
と
な
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
（F
ilip
D
ew
inter
）
な
ど
は
、
こ
の
時
期
に
Ｖ
Ｂ
に
参
加
し
て
い
る
。
第
二
は
、
党
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
で
あ
る
。
対
独
協
力
者
や
極
右
勢
力
に
支
え
ら
れ
た
党
と
い
う
印
象
を
払
拭
す
る
こ
と
に
努
め
る
一
方
、
既
成
政
党
と
の
違
い
を
強
調
し
、
既
得
権
益
と
無
関
係
な
「
新
党
」
と
し
て
党
を
売
り
込
ん
だ
。
第
三
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
化
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
Ｖ
Ｂ
は
、
反
移
民
・
反
既
成
政
党
を
前
面
に
出
す
戦
略
に
転
じ
る
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
を
出
発
点
と
す
る
Ｖ
Ｂ
に
と
っ
て
、
反
移
民
と
い
う
テ
ー
マ
は
も
と
も
と
周
縁
的
な
テ
ー
マ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
移
民
批
判
が
選
挙
戦
術
と
し
て
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
党
指
導
部
は
、
移
民
問
題
を
声
高
に
選
挙
で
訴
え
る
よ
う
に
努
め
、
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
党
へ
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
く
。
特
に
デ
ィ
レ
ン
を
継
い
で
党
指
導
者
と
な
っ
た
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
、
強
硬
な
反
移
民
の
主
張
を
前
面
に
出
し
て
党
へ
の
支
持
を
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
な
「
改
革
」
を
経
て
、
Ｖ
Ｂ
は
反
移
民
と
既
成
政
治
批
判
を
中
心
と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
《論 説》
８
そ
も
そ
も
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
党
員
ら
は
、
極
右
と
の
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
Ｖ
Ｂ
は
選
挙
で
は
彼
ら
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、
有
権
者
の
懸
念
や
他
政
党
か
ら
の
批
判
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
経
た
一
九
八
八
年
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市
議
会
選
挙
で
、
Ｖ
Ｂ
の
得
票
率
は
一
七
・
七
％
に
跳
ね
上
が
り
、
一
気
に
注
目
を
集
め
る
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
Ｖ
Ｂ
は
国
政
レ
ベ
ル
で
も
躍
進
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
支
持
基
盤
と
反
イ
ス
ラ
ム
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
改
革
後
の
Ｖ
Ｂ
の
拡
大
を
支
え
た
の
は
、
そ
の
地
域
に
密
着
し
た
組
織
戦
略
で
あ
る
。
特
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
と
そ
の
近
郊
地
区
は
、
Ｖ
Ｂ
に
強
固
な
地
盤
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
Ｖ
Ｂ
は
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
を
軸
と
し
て
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
貧
困
地
区
で
反
移
民
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
重
点
的
に
行
っ
た
。
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
ら
は
そ
の
さ
い
、
失
業
や
犯
罪
、
都
市
の
荒
廃
と
い
っ
た
問
題
の
根
源
を
移
民
の
存
在
に
求
め
、
移
民
を
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
問
題
が
解
決
で
き
る
、
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
―
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
「
わ
か
り
や
す
い
」
―
主
張
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
移
民
を
不
当
に
優
遇
す
る
市
当
局
や
既
成
政
党
に
も
そ
の
批
判
を
向
け
、
腐
敗
し
た
既
成
政
治
で
は
移
民
問
題
の
解
決
は
不
可
能
だ
と
訴
え
た
。
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
に
さ
い
し
て
は
、
Ｖ
Ｂ
設
立
の
核
と
な
っ
た
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
お
け
る
極
右
や
元
対
独
協
力
者
グ
ル
ー
プ
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
（Sw
yngedouw
,２０００
,１３５
）。
そ
し
て
一
九
八
九
年
以
降
、
Ｖ
Ｂ
が
政
党
と
し
て
公
的
助
成
の
対
象
と
な
り
、
党
財
政
が
安
定
す
る
と
、
Ｖ
Ｂ
は
さ
ら
に
積
極
的
に
党
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
党
機
関
紙
の
発
行
は
も
ち
ろ
ん
、
日
帰
り
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
の
開
催
な
ど
を
つ
う
じ
、
Ｖ
Ｂ
は
そ
の
主
張
を
広
く
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
は
功
を
奏
し
た
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
も
古
く
荒
廃
し
た
住
宅
が
目
に
つ
き
、
白
人
の
失
業
者
が
多
い
一
方
、
ト
ル
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
９
コ
人
や
モ
ロ
ッ
コ
人
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
移
民
が
集
中
す
る
地
区
で
Ｖ
Ｂ
は
強
い
支
持
を
獲
得
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
国
政
選
挙
で
早
く
も
二
〇
―
三
〇
％
の
得
票
率
を
記
録
し
た
。
こ
の
得
票
率
は
、
そ
れ
が
一
九
九
一
年
の
総
選
挙
で
Ｖ
Ｂ
が
一
挙
に
国
政
に
進
出
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
際
立
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
市
内
の
よ
り
豊
か
な
地
域
で
も
Ｖ
Ｂ
へ
の
支
持
が
拡
大
し
、
一
九
九
四
年
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市
議
会
選
挙
で
は
得
票
率
が
二
八
％
に
達
し
た
が
、
そ
の
さ
い
、
Ｖ
Ｂ
の
基
盤
と
し
た
貧
困
地
区
で
の
Ｖ
Ｂ
の
得
票
率
は
四
〇
―
五
〇
％
に
も
及
ん
だ
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ヘ
ン
ト
の
主
要
三
都
市
の
間
に
広
が
る
工
業
地
帯
で
も
、工
業
部
門
の
衰
退
や
都
市
の
荒
廃
を
背
景
と
し
て
、Ｖ
Ｂ
へ
の
支
持
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
次
に
、
Ｖ
Ｂ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
第
一
は
、
や
は
り
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
一
九
九
三
年
の
連
邦
制
移
行
以
後
も
、
主
要
な
税
収
は
連
邦
政
府
の
管
轄
で
あ
り
、
ま
た
社
会
保
障
費
も
連
邦
の
財
源
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
失
業
率
の
高
い
ワ
ロ
ニ
ー
へ
の
社
会
保
障
給
付
は
、
地
域
間
の
財
源
移
転
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
ベ
ル
ギ
ー
国
家
を
「
歴
史
的
誤
謬
」
と
み
な
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
独
立
を
掲
げ
る
Ｖ
Ｂ
が
支
持
を
拡
大
し
た
（
津
田
、
二
〇
〇
四
、
五
〇
）。
他
方
、
連
邦
制
を
掲
げ
て
き
た
Ｖ
Ｕ
は
、
連
邦
制
の
実
現
で
存
在
意
義
を
低
下
さ
せ
た
。
第
二
は
、
移
民
批
判
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ム
批
判
で
あ
る
。
Ｖ
Ｂ
は
イ
ス
ラ
ム
を
、
男
女
平
等
を
尊
重
せ
ず
、
政
教
分
離
や
言
論
の
自
由
と
い
っ
た
憲
法
原
理
に
反
す
る
宗
教
と
見
な
し
、
批
判
す
る
。
特
に
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
反
イ
ス
ラ
ム
の
急
先
鋒
で
あ
る
。
彼
は
イ
ス
ラ
ム
を
「
政
治
的
な
宗
教
」
と
み
な
し
、「
わ
れ
ら
の
自
由
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
」
を
イ
ス
ラ
ム
に
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
国
境
を
越
え
た
連
携
が
進
ん
で
い
る
が
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
「
反
イ
ス
ラ
ム
」
を
通
じ
た
こ
の
連
携
の
推
進
者
で
も
あ
る
（B
etz,２０１３
）。
二
〇
〇
八
年
、
各
国
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
関
係
者
が
集
い
、
《論 説》
１０
「
イ
ス
ラ
ム
化
に
反
対
す
る
都
市
連
合
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
都
市
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
、
イ
ス
ラ
ム
の
モ
ス
ク
や
ミ
ナ
レ
ッ
ト
な
ど
の
建
設
を
め
ぐ
る
問
題
を
念
頭
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
イ
ス
ラ
ム
化
」
の
阻
止
が
議
論
さ
れ
た
が
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党
の
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ヘ
ら
と
と
も
に
こ
の
運
動
を
主
導
し
た
。
こ
の
「
イ
ス
ラ
ム
化
に
反
対
す
る
都
市
連
合
」
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ス
ラ
ム
は
根
本
的
に
異
な
る
、
相
容
れ
な
い
二
つ
の
文
化
領
域
を
構
成
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
法
に
優
先
し
て
急
進
化
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
モ
ス
ク
は
ま
さ
に
イ
ス
ラ
ム
厳
守
の
象
徴
で
あ
る
。
各
都
市
で
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
モ
ス
ク
は
、
近
隣
社
会
全
体
の
「
イ
ス
ラ
ム
化
」
へ
の
突
破
口
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
企
て
は
、「
都
市
連
合
」
の
よ
う
な
国
際
的
連
帯
を
通
し
、
全
力
で
阻
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
特
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
お
い
て
は
、
小
都
市
リ
ー
ル
に
モ
ス
ク
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
ら
は
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
は
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
逆
植
民
地
化
」
が
計
画
的
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
住
む
五
〇
〇
〇
万
人
の
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
、
モ
ス
ク
を
通
し
て
ま
ず
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
、
そ
し
て
次
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
イ
ス
ラ
ム
化
を
進
め
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
訴
え
た
。
第
三
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
政
治
エ
リ
ー
ト
批
判
で
あ
る
。「
改
革
」
後
の
Ｖ
Ｂ
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
が
、
既
成
政
治
に
対
す
る
断
罪
で
あ
る
。
既
成
政
治
家
は
、「
傲
慢
で
、
腐
敗
し
、
自
己
中
心
的
で
、
無
能
で
、
無
責
任
で
、
信
頼
に
値
せ
ず
、
犯
罪
に
手
を
染
め
て
い
る
」
人
々
と
し
て
描
か
れ
る
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,３２
）。
彼
ら
の
進
め
る
政
策
は
、
移
民
や
治
安
問
題
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
々
の
志
向
と
大
き
く
ず
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
種
の
「
陰
謀
」
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
は
安
泰
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
Ｖ
Ｂ
に
よ
る
既
成
政
治
批
判
に
一
定
の
「
説
得
力
」
を
与
え
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
一
挙
に
高
ま
り
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
１１
を
見
せ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
既
成
政
党
の
機
能
不
全
、
そ
し
て
汚
職
や
腐
敗
に
対
す
る
広
範
な
批
判
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
を
主
導
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
と
社
会
民
主
主
義
政
党
の
二
大
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
両
勢
力
は
単
に
政
権
を
握
る
の
み
な
ら
ず
、
官
僚
機
構
や
公
営
企
業
に
も
浸
透
し
、
公
共
事
業
や
補
助
金
の
配
分
に
も
深
く
か
か
わ
る
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
体
制
（「
政
党
支
配
体
制
（particratie
）」
と
も
い
う
）
を
造
り
上
げ
て
い
た
。
特
に
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
を
基
盤
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
、
ワ
ロ
ニ
ー
を
基
盤
と
す
る
社
会
党
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
利
益
配
分
の
か
な
め
と
し
て
権
力
を
ふ
る
い
、
官
僚
機
構
の
肥
大
化
も
進
ん
で
き
た
。
し
か
も
二
〇
世
紀
後
半
に
進
行
し
た
地
方
分
権
、
連
邦
制
の
導
入
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ニ
ー
の
両
地
域
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
優
位
政
党
の
地
位
を
安
泰
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
の
進
展
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｖ
Ｂ
は
、
既
成
政
党
に
よ
る
利
益
誘
導
政
治
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
こ
の
エ
リ
ー
ト
支
配
を
打
破
す
る
た
め
に
Ｖ
Ｂ
が
対
置
す
る
の
が
、
人
民
の
直
接
的
な
政
治
参
加
で
あ
る
。
州
の
よ
う
な
中
間
的
な
行
政
組
織
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
市
長
な
ど
の
公
職
を
公
選
制
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
拘
束
力
の
あ
る
国
民
投
票
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
意
思
を
直
接
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
学
者
の
ス
ウ
ェ
イ
ン
ヘ
ダ
ウ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
「
腐
敗
し
た
」
既
成
政
治
批
判
を
経
て
、
Ｖ
Ｂ
を
支
え
る
中
核
的
人
物
の
多
く
が
対
独
協
力
や
極
右
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
今
や
Ｖ
Ｂ
の
政
治
家
の
公
式
イ
メ
ー
ジ
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
人
々
の
「
真
の
」
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
、
尊
敬
す
べ
き
、
ス
マ
ー
ト
な
人
々
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
（Sw
yngedouw
,２０００
,１３７
）。
「
防
疫
線
」
Ｖ
Ｂ
の
進
出
に
衝
撃
を
受
け
た
既
成
政
党
は
、
移
民
の
人
権
を
侵
害
す
る
非
民
主
的
な
政
党
と
の
協
力
は
で
き
な
い
と
い
う
立
場
《論 説》
１２
か
ら
（
津
田
、
二
〇
一
一
、
一
五
七
）、
相
互
に
合
意
を
結
ん
で
「
防
疫
線
（cordon
sanitaire
）」
と
呼
ば
れ
る
徹
底
的
な
Ｖ
Ｂ
の
排
除
を
開
始
す
る
。
こ
の
「
防
疫
線
」
は
、
具
体
的
に
は
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,４０
）。
第
一
は
、
選
挙
に
お
け
る
排
除
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
協
力
や
選
挙
に
際
し
て
の
共
同
記
者
会
見
な
ど
を
行
わ
な
い
。
第
二
は
、
議
会
に
お
け
る
排
除
。
立
法
活
動
で
協
力
せ
ず
、
Ｖ
Ｂ
提
出
の
決
議
に
賛
成
し
な
い
。
第
三
は
、
行
政
府
に
お
け
る
排
除
。
連
立
政
権
に
Ｖ
Ｂ
を
含
ま
な
い
。
こ
の
三
重
の
排
除
を
通
じ
て
、
既
成
政
党
は
Ｖ
Ｂ
の
影
響
力
を
排
除
し
、
そ
の
「
非
正
統
化
」
に
務
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
防
疫
線
」
は
、
国
政
で
は
一
九
九
一
年
の
総
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
た
が
、
地
方
政
治
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
い
た
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
は
、
Ｖ
Ｂ
が
一
九
九
四
年
の
市
議
選
で
得
票
率
が
二
八
・
五
％
に
達
す
る
躍
進
を
遂
げ
、
五
五
議
席
中
一
八
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
市
政
参
加
は
な
ら
な
か
っ
た
。
他
の
政
党
が
、
保
守
か
ら
左
派
の
緑
の
党
ま
で
含
む
大
連
合
を
組
み
、
Ｖ
Ｂ
を
市
政
か
ら
排
除
し
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
市
議
選
で
も
、
Ｖ
Ｂ
の
得
票
率
が
三
三
・
五
％
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
他
政
党
が
大
連
合
を
組
み
、
Ｖ
Ｂ
を
締
め
出
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
「
防
疫
線
」
が
、
実
際
に
Ｖ
Ｂ
の
「
非
正
統
化
」
に
つ
な
が
っ
た
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
Ｖ
Ｂ
は
、
移
民
問
題
と
並
ん
で
「
既
成
政
党
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
談
合
政
治
」
批
判
を
武
器
に
有
権
者
の
支
持
を
集
め
て
き
た
政
党
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
防
疫
線
」
の
成
立
は
、
ま
さ
に
Ｖ
Ｂ
に
よ
る
談
合
政
治
批
判
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
防
疫
線
に
よ
っ
て
、
Ｖ
Ｂ
の
言
説
は
む
し
ろ
「
正
統
化
さ
れ
、
補
強
さ
れ
た
」
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,４１
）。
そ
の
た
め
、
Ｖ
Ｂ
に
批
判
的
で
あ
っ
て
も
、「
防
疫
線
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
に
懐
疑
的
な
見
方
を
す
る
論
者
も
少
な
く
な
い
。
文
化
エ
リ
ー
ト
批
判
Ｖ
Ｂ
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
批
判
の
対
象
は
、
既
成
政
治
家
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
Ｖ
Ｂ
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
と
共
謀
し
て
そ
の
地
位
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
１３
を
維
持
し
て
い
る
の
が
学
界
や
教
会
、
メ
デ
ィ
ア
界
と
い
っ
た
文
化
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
と
し
、
自
党
に
批
判
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
、
訴
訟
を
提
起
し
、
活
動
を
控
え
る
よ
う
求
め
る
な
ど
、
活
発
に
批
判
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
劇
場
に
対
し
て
Ｖ
Ｂ
が
展
開
し
た
批
判
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
ベ
ル
ギ
ー
の
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
文
化
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
や
や
詳
し
く
み
て
み
た
い
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
独
自
の
民
族
文
化
の
復
興
を
図
る
た
め
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
劇
場
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
公
的
助
成
を
受
け
つ
つ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
演
劇
の
上
演
を
は
じ
め
、
独
自
の
文
化
の
発
信
拠
点
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
、
ヘ
ン
ト
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
置
か
れ
た
劇
場
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
が
対
独
協
力
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
系
の
劇
場
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
の
一
方
的
な
称
揚
に
対
し
て
抑
制
的
な
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
劇
場
に
集
う
文
化
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
志
向
が
強
ま
り
、
既
成
の
価
値
観
を
批
判
す
る
、
前
衛
的
な
現
代
演
劇
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
の
高
ま
り
に
対
し
て
距
離
を
置
き
、
特
に
Ｖ
Ｂ
の
よ
う
な
排
他
的
な
民
族
主
義
に
対
し
て
は
批
判
的
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
劇
場
で
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
優
先
主
義
や
Ｖ
Ｂ
に
み
ら
れ
る
移
民
批
判
に
対
す
る
批
判
を
込
め
つ
つ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
積
極
的
に
登
用
し
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
演
目
を
上
演
し
、
移
民
も
ま
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。
特
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
置
か
れ
た
王
立
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
劇
場
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
や
他
の
多
様
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
多
様
性
を
積
極
的
に
提
示
し
、「
開
か
れ
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
訴
え
る
演
目
が
目
立
っ
て
い
る
（D
e
C
leen,２０１３
）。
《論 説》
１４
ベ
ル
ギ
ー
の
文
化
史
研
究
者
で
あ
る
フ
ァ
ン
ハ
ー
セ
ブ
ラ
ウ
ク
は
、
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
古
典
主
義
演
劇
の
よ
う
な
、
国
民
的
演
劇
と
呼
び
う
る
よ
う
な
共
通
の
歴
史
的
遺
産
が
存
在
せ
ず
、「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
ら
し
さ
」
を
体
現
す
る
演
劇
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
（V
anhaesebrouck,
２０１０
）。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
出
身
で
国
際
的
に
も
有
名
な
劇
作
家
と
し
て
は
、
モ
ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（M
aurice
M
aeterlinck：
一
八
六
二
―
一
九
四
九
）
が
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
は
『
青
い
鳥
』
な
ど
の
作
者
と
し
て
日
本
で
も
高
い
知
名
度
を
誇
り
、
一
九
一
一
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
有
力
都
市
ヘ
ン
ト
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
出
身
者
だ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
都
市
エ
リ
ー
ト
層
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
富
裕
層
出
身
の
彼
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
育
て
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
て
か
ら
の
劇
作
家
と
し
て
の
活
動
も
、
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
わ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
も
不
自
由
な
く
使
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
執
筆
し
て
い
な
い
以
上
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
作
品
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
演
劇
の
古
典
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え
、
現
代
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
劇
作
家
た
ち
は
、「
純
粋
な
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
」
を
追
求
す
る
試
み
に
批
判
的
で
あ
り
、
文
化
的
多
様
性
の
中
で
新
た
な
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
の
立
ち
位
置
を
再
定
義
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
あ
る
劇
で
は
、「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
ら
し
さ
」
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
を
モ
ロ
ッ
コ
系
の
俳
優
が
演
じ
た
り
、
有
名
な
１９
世
紀
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
詩
人
ハ
イ
ド
・
ヘ
ゼ
レ
（G
uido
G
ezelle
）
の
詩
を
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
調
で
歌
い
上
げ
た
り
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ハ
ー
セ
ブ
ラ
ウ
ク
は
こ
れ
ら
「
脱
構
築
主
義
」
的
な
演
劇
の
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
ら
し
さ
」
と
は
実
際
に
は
、
本
質
的
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
間
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
実
体
と
し
て
別
々
に
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
１５
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
混
じ
り
あ
い
、
根
底
か
ら
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
」（V
anhaesebrouck,２０１０
,４７４
）。
彼
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、「
真
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
」
を
探
す
試
み
は
、
い
わ
ば
「
青
い
鳥
」
を
探
す
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
劇
場
の
あ
り
方
に
対
し
、
Ｖ
Ｂ
は
批
判
を
向
け
た
。
Ｖ
Ｂ
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
劇
場
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
活
動
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
や
他
の
外
来
文
化
の
浸
食
に
対
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
を
積
極
的
に
擁
護
す
る
こ
と
が
そ
の
使
命
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
「
最
前
線
」
に
立
つ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
劇
場
に
は
、
そ
の
重
要
な
使
命
が
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
劇
場
の
現
状
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
文
化
を
「
恥
じ
」
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
優
位
に
屈
し
、
無
用
な
「
文
化
的
多
様
性
」
に
お
も
ね
る
ば
か
り
で
あ
り
、
本
来
の
役
割
を
逸
脱
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｂ
批
判
を
こ
め
た
演
目
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
Ｖ
Ｂ
は
強
い
批
判
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
劇
場
は
、
二
〇
〇
六
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
前
に
ク
ラ
ウ
ス
・
マ
ン
原
作
の
『
メ
フ
ィ
ス
ト
』
を
繰
り
返
し
上
演
し
た
。
ド
イ
ツ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ス
・
マ
ン
が
ナ
チ
批
判
を
こ
め
て
執
筆
し
た
同
作
品
を
、
劇
場
が
選
挙
の
前
に
上
演
す
る
こ
と
は
、
Ｖ
Ｂ
と
ナ
チ
を
並
置
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
た
。
Ｖ
Ｂ
は
、
批
判
の
自
由
を
認
め
つ
つ
、
Ｖ
Ｂ
に
投
票
し
た
人
々
も
含
む
納
税
者
の
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
劇
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
党
派
的
な
批
判
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
Ｖ
Ｂ
は
、
そ
の
批
判
を
劇
場
の
エ
リ
ー
ト
性
に
も
向
け
る
。
Ｖ
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
劇
場
の
演
目
は
一
握
り
の
芸
術
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
好
み
に
合
わ
せ
た
、
あ
ま
り
に
前
衛
的
・
実
験
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
大
衆
の
望
む
も
の
か
ら
縁
遠
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
に
上
演
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
部
の
客
層
が
好
ん
で
観
る
よ
う
な
難
解
な
演
目
で
あ
り
、
同
じ
観
客
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
観
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
公
的
助
成
を
受
け
た
劇
場
は
住
民
全
体
の
た
め
に
存
在
す
る
以
上
、
敷
居
を
低
く
《論 説》
１６
し
て
、
一
般
の
大
衆
、「
普
通
の
人
々
」
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
古
典
的
・
大
衆
的
」
な
演
目
を
上
演
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
Ｖ
Ｂ
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
Ｖ
Ｂ
と
劇
場
側
の
対
立
は
継
続
す
る
。
Ｖ
Ｂ
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
ア
ー
ト
界
は
、
既
成
政
党
の
エ
リ
ー
ト
と
結
託
し
た
「
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
を
構
成
し
、
民
衆
の
望
み
を
裏
切
っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
界
の
人
々
も
「
批
判
派
に
反
対
し
、
権
力
者
に
お
も
ね
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
公
的
助
成
を
受
け
た
芸
術
活
動
が
民
衆
に
幅
広
く
届
く
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
は
、
日
本
で
橋
下
徹
・
大
阪
市
長
が
文
楽
協
会
に
対
し
て
投
げ
か
け
た
批
判
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
橋
下
は
「
も
と
も
と
芸
能
は
大
衆
娯
楽
だ
」
と
断
言
す
る
。
そ
し
て
「
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
。
大
衆
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
い
。
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
文
楽
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
、
既
存
の
文
楽
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。「
歴
代
の
市
長
も
、
行
政
も
、
文
楽
と
な
れ
ば
、
批
判
は
タ
ブ
ー
」
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
批
判
す
れ
ば
、
文
化
音
痴
と
言
わ
れ
る
の
が
怖
」
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。（
橋
下
徹
の
二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日
の
ツ
イ
ー
ト
よ
り
）
こ
こ
に
は
、
Ｖ
Ｂ
に
お
け
る
演
劇
批
判
と
同
様
の
、「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
の
「
独
占
性
」
に
対
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
批
判
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
批
判
さ
れ
る
対
象
が
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
場
合
は
前
衛
的
で
多
文
化
主
義
志
向
の
演
劇
で
あ
り
、
大
阪
の
場
合
は
典
型
的
な
伝
統
芸
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
批
判
の
矛
先
が
そ
れ
ぞ
れ
逆
を
向
く
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
芸
術
も
、
高
度
の
技
能
を
持
つ
専
門
家
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
公
的
な
保
護
や
財
政
的
援
助
の
対
象
と
な
り
つ
つ
も
必
ず
し
も
「
大
衆
受
け
」
す
る
も
の
で
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
そ
こ
が
「
大
衆
の
た
め
の
芸
術
」
を
求
め
る
Ｖ
Ｂ
や
橋
下
市
長
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
１７
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
「
脅
威
」
か
「
貢
献
」
か
そ
れ
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
、
ベ
ル
ギ
ー
の
事
例
は
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
Ｖ
Ｂ
が
す
で
に
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
西
欧
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
中
で
先
輩
格
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
な
ど
の
都
市
レ
ベ
ル
で
は
、
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
強
い
支
持
を
獲
得
し
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
与
え
た
影
響
を
み
る
う
え
で
、
十
分
な
時
間
を
経
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,４４
）。
そ
れ
で
は
Ｖ
Ｂ
の
存
在
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
家
や
論
者
の
多
く
は
、
Ｖ
Ｂ
の
存
在
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
脅
威
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
。
特
に
そ
の
人
種
差
別
的
な
主
張
、
自
党
に
批
判
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
す
る
訴
訟
や
脅
迫
的
な
非
難
な
ど
は
、
法
の
下
の
平
等
や
言
論
の
自
由
と
い
っ
た
立
憲
的
価
値
を
脅
か
す
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
Ｖ
Ｂ
が
イ
ス
ラ
ム
批
判
の
際
に
用
い
る
「
男
女
平
等
」「
政
教
分
離
」「
言
論
の
自
由
」
と
い
っ
た
主
張
は
、
自
党
批
判
を
か
わ
す
た
め
の
方
便
で
あ
っ
て
、「
空
虚
な
こ
と
ば
」
に
す
ぎ
な
い
。
Ｖ
Ｂ
は
、「
自
ら
が
唱
え
て
い
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
な
い
」（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,３５
）。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、「
防
疫
線
」
の
存
在
が
正
当
化
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
党
の
解
散
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
Ｖ
Ｂ
の
進
出
に
危
機
感
を
覚
え
た
既
成
政
党
が
、
次
々
と
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
自
由
主
義
政
党
で
あ
る
自
由
進
歩
党
は
、
Ｖ
Ｂ
が
総
選
挙
で
躍
進
し
た
翌
年
の
一
九
九
二
年
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
民
主
党
へ
と
衣
替
え
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
政
党
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
一
方
、
党
の
裾
野
を
広
げ
て
幅
広
く
リ
ク
《論 説》
１８
ル
ー
ト
を
図
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
主
導
し
た
党
指
導
者
の
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
従
来
型
の
利
益
団
体
政
治
を
批
判
し
、
政
治
を
市
民
に
開
か
れ
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
家
と
有
権
者
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
を
訴
え
た
。
若
く
改
革
志
向
の
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
幅
広
く
期
待
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
も
と
も
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
民
主
党
が
、
政
権
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
社
会
民
主
主
義
政
党
や
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
と
比
べ
て
利
益
誘
導
色
が
薄
か
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
民
主
党
は
一
九
九
九
年
選
挙
で
つ
い
に
第
一
党
に
躍
進
し
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
首
相
に
就
任
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
長
期
政
権
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
自
由
民
主
党
は
二
〇
〇
七
年
に
は
「
開
か
れ
た
自
由
民
主
党
」
へ
と
さ
ら
に
改
名
す
る
。
自
由
主
義
政
党
の
改
革
の
成
功
を
目
の
当
た
り
に
し
た
他
の
既
成
政
党
も
、
一
斉
に
「
改
革
」
に
走
る
。
一
九
九
九
年
選
挙
敗
北
の
衝
撃
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
、
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
は
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
」
に
、
社
会
党
は
「
も
う
一
つ
の
社
会
党
」
に
改
名
し
、
党
の
改
革
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
環
境
政
党
で
あ
る
ア
ガ
レ
フ
（「
別
の
生
き
方
を
し
よ
う
」
の
意
）
も
、
二
〇
〇
三
年
に
は
「
緑
！
」
に
改
名
す
る
。
こ
う
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
有
力
政
党
は
、
名
前
だ
け
見
れ
ば
す
べ
て
「
新
党
」
に
衣
替
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
社
会
党
は
改
名
後
、
党
指
導
者
に
元
バ
ー
経
営
者
の
ス
テ
フ
ァ
ー
ル
ト
と
い
う
、
異
色
の
経
歴
を
持
つ
改
革
派
を
選
出
し
、
彼
の
も
と
で
女
性
や
青
年
層
を
多
用
す
る
な
ど
、
従
来
の
党
の
あ
り
方
の
克
服
を
試
み
た
。
Ｖ
Ｂ
へ
の
票
の
流
出
を
阻
止
し
、「
既
成
政
党
批
判
」
を
か
わ
す
た
め
、
各
党
が
な
り
ふ
り
構
わ
ず
「
新
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
う
こ
と
に
必
死
だ
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者
で
あ
る
デ
・
ラ
ン
ゲ
と
ア
ケ
ル
マ
ン
は
、
Ｖ
Ｂ
が
も
た
ら
し
た
こ
の
よ
う
な
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
変
化
を
踏
ま
え
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
進
出
が
ベ
ル
ギ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
や
や
肯
定
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
各
党
が
有
権
者
の
動
向
に
敏
感
に
な
り
、
い
わ
ば
政
党
の
「
感
応
性
」
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
政
治
の
「
再
活
性
化
」
に
貢
献
し
た
面
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
１９
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
肯
定
的
な
影
響
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
、
彼
女
た
ち
は
主
張
す
る
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,
２０１２
,４５
）。
政
治
社
会
レ
ベ
ル
に
目
を
転
じ
て
も
、「
再
活
性
化
」
と
い
う
指
摘
は
確
か
に
当
て
は
ま
る
。
そ
も
そ
も
Ｖ
Ｂ
に
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
に
関
わ
り
の
な
か
っ
た
層
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
人
々
の
「
政
治
参
加
」
を
促
進
し
た
面
が
あ
る
。
Ｖ
Ｂ
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
開
催
か
ら
音
楽
祭
ま
で
、
普
通
の
人
々
が
参
加
し
や
す
い
行
事
を
実
施
し
て
き
た
。
Ｖ
Ｂ
は
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
と
し
て
は
例
外
的
に
党
員
の
大
幅
な
増
加
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
活
動
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
ま
た
、
Ｖ
Ｂ
の
進
出
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
抗
運
動
も
活
発
化
し
た
。
Ｖ
Ｂ
の
得
票
数
を
超
え
る
署
名
数
を
集
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
署
名
運
動
、
大
規
模
デ
モ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
Ｖ
Ｂ
の
主
張
に
反
論
す
る
と
と
も
に
、「
寛
容
」
の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。
特
に
二
〇
〇
六
年
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
各
地
で
開
催
さ
れ
た
「
〇
一
一
〇
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
有
名
で
あ
り
、
多
数
の
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
加
わ
り
、
参
加
者
は
一
〇
万
人
を
超
え
た
。
彼
ら
の
狙
い
は
、
Ｖ
Ｂ
の
人
種
主
義
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｖ
Ｂ
支
持
者
の
数
を
上
回
る
、
多
く
の
人
々
の
参
加
す
る
反
Ｖ
Ｂ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、
Ｖ
Ｂ
側
の
「
Ｖ
Ｂ
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
民
衆
を
代
表
し
て
い
る
」
と
い
う
主
張
に
反
駁
す
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
（D
e
Lange
and
A
kkerm
an,２０１２
,４４
）。
Ｖ
Ｂ
の
躍
進
と
そ
れ
に
対
す
る
反
対
運
動
の
活
発
化
を
通
し
て
、
い
わ
ば
「
民
衆
の
代
表
」
を
め
ぐ
る
対
抗
が
、
人
々
の
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
Ｖ
Ｂ
の
進
出
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
の
人
々
の
政
治
不
信
が
高
ま
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
制
度
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
人
々
の
信
頼
度
は
、
１
９
９
７
年
以
降
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
直
接
的
な
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｂ
の
躍
進
に
よ
り
既
成
政
党
が
そ
れ
ま
で
の
あ
り
方
に
《論 説》
２０
改
革
を
試
み
、「
開
か
れ
た
」
政
党
を
志
向
す
る
改
革
競
争
が
展
開
し
た
こ
と
が
、
政
治
不
信
の
一
定
の
解
消
に
貢
献
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
デ
・
ラ
ン
ゲ
と
ア
ケ
ル
マ
ン
は
、
Ｖ
Ｂ
は
既
成
政
党
に
満
足
で
き
な
い
人
々
の
不
満
を
表
出
す
る
こ
と
で
、
政
治
不
信
に
は
け
口
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
「
安
全
弁
（safety
valve
）」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
て
い
る
。
お
わ
り
に
以
上
み
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
極
右
に
起
源
を
も
つ
民
族
主
義
政
党
で
あ
る
Ｖ
Ｂ
が
、
反
既
成
政
党
と
反
イ
ス
ラ
ム
を
旗
頭
と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
「
進
化
」
を
遂
げ
、
そ
の
排
外
主
義
的
姿
勢
、
反
対
派
に
対
す
る
高
圧
的
な
対
応
な
ど
が
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
、
Ｖ
Ｂ
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
る
競
合
を
通
じ
て
政
治
空
間
を
「
活
性
化
」
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
の
既
成
政
党
に
改
革
を
促
し
て
き
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
ミ
ュ
デ
と
カ
ル
ト
ワ
ッ
セ
ル
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
確
立
し
た
先
進
諸
国
に
お
い
て
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
進
出
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
明
ら
か
な
悪
影
響
を
与
え
る
と
は
い
え
な
い
、
と
す
る
。
特
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
野
党
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
プ
ラ
ス
の
影
響
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
与
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
す
る
（M
udde
and
K
altw
asser,２０１２
,２０９
）。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
進
出
す
る
こ
と
は
既
成
政
党
に
強
い
危
機
感
を
与
え
る
が
、
こ
れ
は
結
果
と
し
て
既
成
政
党
に
改
革
を
促
す
効
果
を
持
つ
。
既
成
の
政
治
の
あ
り
方
を
否
定
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
批
判
の
矢
面
に
さ
ら
さ
れ
た
既
成
政
党
は
、
そ
の
批
判
を
か
わ
し
、
支
持
層
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
自
ら
の
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
改
革
は
、
党
の
政
策
内
容
か
ら
、
党
自
体
の
あ
り
方
に
ま
で
及
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
既
成
政
党
は
そ
れ
ま
で
軽
視
し
て
き
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
２１
た
―
そ
の
ゆ
え
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
か
ら
無
策
を
批
判
さ
れ
た
―
政
策
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
旧
態
依
然
と
し
た
党
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
務
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
改
革
競
争
を
通
じ
て
、
既
成
政
治
に
違
和
感
を
い
だ
い
て
い
た
人
々
の
不
満
が
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、「
既
存
の
政
治
支
配
層
は
自
分
た
ち
を
代
表
し
て
い
な
い
、
と
感
じ
て
い
る
人
々
の
意
見
を
表
出
す
る
機
会
を
与
え
」
る
こ
と
で
、
潜
在
的
な
政
治
的
不
満
に
対
応
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
信
頼
の
回
復
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
特
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
「
野
党
」
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、
そ
の
政
策
的
な
影
響
力
は
限
定
さ
れ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
掲
げ
る
、
急
進
的
な
移
民
・
難
民
政
策
、
治
安
政
策
の
大
幅
な
強
化
な
ど
は
、
既
成
政
党
を
通
じ
て
間
接
的
に
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
野
党
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
ま
ま
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
先
進
国
で
は
、
権
力
分
立
を
は
じ
め
と
す
る
権
力
抑
制
的
な
仕
組
み
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
守
る
た
め
の
仕
掛
け
が
幾
重
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
与
党
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
影
響
力
は
限
定
さ
れ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
根
幹
に
か
か
わ
る
政
治
体
制
そ
の
も
の
に
大
幅
な
改
変
を
行
う
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
の
と
こ
ろ
退
潮
傾
向
に
あ
る
Ｖ
Ｂ
は
、
二
〇
一
四
年
総
選
挙
で
得
票
率
が
三
・
七
％
に
落
ち
込
み
、
議
席
数
が
わ
ず
か
三
議
席
に
激
減
す
る
大
敗
北
を
喫
し
た
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
や
は
り
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
に
立
脚
し
、
や
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
傾
向
が
あ
る
点
で
似
て
い
る
と
は
い
え
、
よ
り
穏
健
な
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
同
盟
の
躍
進
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
同
盟
は
、
既
存
の
政
党
と
も
協
力
関
係
を
維
持
し
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
に
は
つ
い
に
連
合
政
権
を
組
織
し
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
の
首
相
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
Ｖ
Ｂ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
か
つ
て
な
い
緊
張
感
を
も
た
ら
し
つ
つ
も
、「
防
疫
線
」
に
よ
っ
て
政
権
参
加
を
恒
常
的
に
阻
止
さ
れ
、
政
策
の
直
接
的
な
実
現
を
拒
ま
れ
て
き
た
が
、
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
同
盟
と
い
う
《論 説》
２２
「
現
実
的
な
選
択
肢
」
が
現
れ
る
こ
と
で
、
Ｖ
Ｂ
に
対
す
る
有
権
者
の
期
待
が
薄
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
二
〇
年
を
超
え
て
既
成
政
党
側
が
「
防
疫
線
」
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
、
Ｖ
Ｂ
の
凋
落
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
そ
の
功
を
奏
し
た
と
い
う
面
も
あ
る
。
二
〇
一
五
年
一
月
の
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
紙
の
事
件
直
後
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
が
議
会
で
コ
ー
ラ
ン
を
「
悪
の
源
泉
」
な
ど
と
呼
び
、
コ
ー
ラ
ン
を
示
し
つ
つ
イ
ス
ラ
ム
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
担
当
大
臣
と
し
て
反
論
を
行
っ
た
の
は
、
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
同
盟
の
ヤ
ン
・
ヤ
ン
ボ
ン
（Jan
Jam
bon
）
内
務
大
臣
だ
っ
た
。
ヤ
ン
ボ
ン
内
相
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
な
か
に
あ
る
過
激
な
要
素
と
対
決
す
る
必
要
は
認
め
つ
つ
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
の
よ
う
な
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ム
非
難
は
無
用
な
分
断
を
持
ち
こ
む
も
の
だ
と
批
判
し
、
デ
ウ
ィ
ン
テ
ル
の
主
張
は
「
他
の
い
か
な
る
政
党
か
ら
も
（bij
geen
enkele
andere
partij
）、
支
持
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
断
言
し
た
と
こ
ろ
、
議
場
の
Ｖ
Ｂ
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
政
党
か
ら
拍
手
が
起
き
、
賛
意
が
示
さ
れ
た
（D
e
Standaard,
２０１５
）。
ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
お
い
て
Ｖ
Ｂ
を
徹
底
し
て
排
除
す
る
「
防
疫
線
」
の
存
在
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
一
幕
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
現
代
の
ベ
ル
ギ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
か
つ
て
Ｖ
Ｂ
が
批
判
し
た
よ
う
な
、
二
大
政
党
を
軸
と
し
た
、
閉
鎖
的
な
政
治
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
利
益
誘
導
重
視
の
政
治
か
ら
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
一
因
と
し
て
、
Ｖ
Ｂ
の
進
出
と
既
成
政
治
批
判
が
果
た
し
た
役
割
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
衆
の
代
表
」
を
自
認
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
Ｖ
Ｂ
が
突
き
つ
け
た
挑
戦
は
、「
防
疫
線
」
を
超
え
て
、
既
存
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
参
考
文
献
A
l
Jazeera
A
m
erica,２０１５
,“
A
fter
C
harlie
H
ebdo
attack,fears
of
a‘
w
itch
hunt’
against
M
oslim
s,” ７
／１
／２０１５
,http:／／am
erica.al-
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
２３
jazeera.com
／articles／２０１５
／１
／７
／france-charlie-hebdo.htm
l
（
二
〇
一
五
年
二
月
一
三
日
閲
覧
）。
B
etz,H
ans-G
eorg,２０１３
,“
M
osques,M
inarets,B
urqas
and
O
ther
E
ssentialT
hreats:T
he
Populist
R
ight’s
C
am
paign
against
Islam
in
W
estern
E
urope,”
in
R
uth
W
odak,M
ajid
K
hosraviN
ik
and
B
rigitte
M
ral
eds.,R
ight-W
ing
Populism
in
E
urope:Politics
and
D
iscourse,London:B
loom
sbury,pp.７１
―８７
.
D
e
C
leen,２０１３
,“
T
he
Stage
as
an
A
rena
of
PoliticalStruggle:T
he
Struggle
betw
een
the
V
laam
s
B
lok／B
elang
and
the
F
lem
ish
C
ity
T
heatres,”
in
R
uth
W
odak,M
ajid
K
hosraviN
ik
and
B
rigitte
M
ral
eds.,
R
ight-W
ing
Populism
in
E
urope:Politics
and
D
iscourse,London:B
loom
sbury,pp.２０９
―２１９
.
D
e
Lange,Sarah
L.and
T
jitske
A
kkerm
an,２０１２
,“
Populist
Parties
in
B
elgium
:A
C
ase
of
H
egem
onic
Liberal
D
em
ocracy?,”
in
C
as
M
udde
and
C
risto´balR
ovira
K
altw
asser
eds.,Populism
in
E
urope
and
A
m
ericas:T
hreat
or
C
orrective
for
D
em
ocracy?,
C
am
bridge:C
am
bridge
U
niversity
Press,pp.２７
―４５
.
D
e
Standaard,２０１５
,“
D
ew
inter
noem
t
K
oran‘
bron
van
alle
kw
aad,’
２２
／０１
／２０１５
,http:／／w
w
w
.standaard.be／cnt／dm
f２０１５０１２２
_０１
４８８０７０
（
二
〇
一
五
年
二
月
一
一
日
閲
覧
）。
M
udde,
C
as
and
C
risto´bal
R
ovira
K
altw
asser,２０１２
,“
Populism
:
C
orrective
and
T
hreat
to
D
em
ocracy,”
in
C
as
M
udde
and
C
risto´bal
R
ovira
K
altw
asser
eds.,
Populism
in
E
urope
and
A
m
ericas:T
hreat
or
C
orrective
for
D
em
ocracy?,
C
am
bridge:
C
am
bridge
U
niversity
Press,pp.２０５
―２２２
.
Pauw
els,T
eun,２０１４
,Populism
in
W
estern
E
urope:C
om
paring
B
elgium
,G
erm
any
and
the
N
etherlands,London
&
N
ew
Y
ork:
R
outledge.
Sw
yngedouw
,
M
ark,２０００
,“
B
elgium
:
E
xplaining
the
R
elationship
betw
een
V
laam
s
B
lok
and
the
C
ity
of
A
ntw
erp,”
in
Paul
H
ainsw
orth
ed.,T
he
Politics
of
the
E
xtrem
e
R
ight:F
rom
the
M
argins
to
the
M
ainstream
,London
and
N
ew
Y
ork:Pinter,
pp.１２１
―１４３
.
Sw
yngedouw
,M
ark
and
G
illes
Ivaldi,２００１
,“
T
he
E
xtrem
e
R
ight
U
topia
in
B
elgium
and
F
rance:T
he
Ideology
of
the
F
lem
ish
V
laam
s
B
lok
and
the
F
rench
F
ront
N
ational,”
W
est
E
uropean
Politics,V
ol.２４
,no.３
,pp.１
―２２
.
《論 説》
２４
V
anhaesebrouck,
K
arel,２０１０
,“
T
he
H
ybridization
of
F
lem
ish
Identity:
T
he
F
lem
ish
N
ational
H
eritage
on
the
C
ontem
porary
Stage,” C
ontem
porary
T
heatre
R
eview
,V
ol.２０
,no.４
,pp.４６５
―４７４
.
古
賀
光
生
、
二
〇
一
三
、「
戦
略
、
組
織
、
動
員
（
四
）
―
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
政
策
転
換
と
党
組
織
―
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
二
六
巻
一
一
・
一
二
号
、
五
七
―
一
二
三
ペ
ー
ジ
。
津
田
由
美
子
、
二
〇
〇
四
、「
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
ベ
ル
ギ
ー
政
党
政
治
―
一
九
九
〇
年
代
を
中
心
に
」『
姫
路
法
学
』
第
三
九
・
四
〇
巻
、
三
三
―
六
三
ペ
ー
ジ
。
津
田
由
美
子
、
二
〇
一
一
、「
ベ
ル
ギ
ー
―
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
と
変
容
」
津
田
由
美
子
・
吉
武
信
彦
編
『
北
欧
・
南
欧
・
ベ
ネ
ル
ク
ス
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
四
三
―
一
六
五
ペ
ー
ジ
。
松
尾
秀
哉
、
二
〇
一
〇
、『
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
―
そ
の
政
治
的
起
源
』
明
石
書
店
。
松
尾
秀
哉
、
二
〇
一
四
、『
物
語
ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
』
中
央
公
論
新
社
。
「民衆の代表」か「防疫線」か――ベルギー・フランデレンのポピュリズム政党
２５
